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研究分野：素粒子実験 
科研費の分科・細目：物理学・ 素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理 
キーワード：CP 対称性の破れ、K 中間子、大強度陽子加速器、J-PARC、ビームライン 
 
１．研究計画の概要 
 本研究の目的は、現在東海村で建設中の
J-PARC大強度陽子加速器を用いて、KL→π0

νν崩壊を観測することである。そのために、
J-PARCに新しいKLビームラインを建設し、
KEKの 12GeV陽子加速器を用いたE391a実験
の装置を移設し、電磁カロリメータ、ガンマ
線検出器、データ収集システムを新たな物に
置き換える。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)中性ビームのシミュレーションを押し進

めてコリメータのデザインを完了し、コ

リメータの製作に入った。 

(2)米国Fermilab KTeV実験の電磁カロリメー

タを解体し、そのCsIの結晶約2800本を阪

大に輸送した。 

(3)電磁カロリメータの光電子増倍管をモニ

ターするためのシステムを構築した。 

(4)電磁カロリメータの光電子増倍管のため

のコッククロフト型高電圧電源の開発を

行った。電圧の供給に関しては仕様を満

たしたものの、ノイズの問題があったの

で、開発を継続している。 

(5)高速波形読みだし装置は昨年度シカゴ大

学で開発したが、その後、ノイズの問題

を解決し、さらにシステム全体の設計を

変更して外部との信号のやりとりを簡略

化した。そのような改良を加えたモジュ

ールを製作した。 

(6)実験に用いる各種ガンマ線検出器につい

て、開発を行った。まず、上流に配置す

るビーム周りの検出器については、CsIを

波長変換ファイバーを用いて読みだす手

法を研究し、ビームテストを行った。し

かし、光量に問題があることが判明した

ので設計の最適化を行っている。電磁カ

ロリメータの中心のビーム穴まわりの検

出器については、PWOとCsIの二種類の結

晶について研究した。短い結晶を２本接

着する際に問題があることがわかり、開

発を継続する。下流のビーム中に置くガ

ンマ線検出器については、シミュレーシ

ョンを用いて設計の最適化を行った。 

(7)下流のビーム中に置く荷電粒子検出器の

ひな形を製作してビームテストを行い、

ほぼ設計通りの性能を得た。 

(8)KEK PS E391a実験の解析の結果を論文発

表した。 

 
３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている。 
 ビームラインと電磁カロリメータについ
てはほぼ予定通り進んでいるが、ガンマ線検
出器の開発は若干遅れている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 2009 年度の 10 月からビームを出してその
性能を測定することが決まっており、また電
磁カロリメータのうち結晶 100本分について
読みだし回路まで全て含めて組み上げ、東北
大でビームテストを行う事も決まっている。
また、2010 年の４月より電磁カロリメータの
建設に入るので、それに向けて種々の試験、
設計、物の製作を押し進める。 
 



５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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